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平
成
31
年
（
亥
年
）
の
年
頭
に
当
た
り
、
平
素
の
ご

協
力
と
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
関
係
各
位
と
県
民
の
皆

様
に
、
衷
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

ご
健
勝
に
て
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
精
密
検
査
外
来
施
設
「
ふ
わ
り
」
が
新
た

に
完
成
し
、
本
所
施
設B

ビ
ッ
グ
ワ
ッ
フ
ル

igW
affle

、
幼
老
統
合
施

設C

コ

コ

ア

ocoa

と
乳
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
す
べ
て
の
年
代

に
対
し
、
心
豊
か
に
健
康
寿
命
延
伸
へ
の
一
助
と
し
て

活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
施
設
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

　
特
に
「
ふ
わ
り
」
は
検
診
結
果
か
ら
精
密
検
査
が
必

要
と
判
定
さ
れ
た
受
診
者
の
皆
様
の
た
め
の
施
設
で

す
。
面
倒
な
手
続
き
は
な
く
、
完
全
予
約
制
で
、
待
つ

こ
と
な
く
気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
く
施
設
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。「
早
く
か
つ
正
確
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て

お
り
、
肺
・
心
臓
・
胃
腸
が
対
象
で
す
。
ま
た
職
場
で

の
ス
ト
レ
ス
で
お
悩
み
の
方
に
対
し
て
専
門
医
に
よ
る

相
談
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
安
心
、
笑
顔
へ
精
密
検

査
。
多
く
の
笑
顔
に
接
し
た
い
、
そ
れ
が
私
ど
も
の
願

い
で
あ
り
ま
す
。

　
平
成
31
年
は
「
己
亥
（
つ
ち
の
と 

い
）
年
」。
己
の

年
は
、
植
物
の
成
長
に
例
え
る
と
草
木
が
成
長
を
終
え

て
整
っ
た
状
態
を
表
わ
し
、
亥
の
年
は
、
草
や
花
が
枯

れ
落
ち
て
植
物
の
生
命
が
引
き
継
が
れ
種
の
中
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
籠
っ
て
い
る
状
態
と
の
こ
と
。
社
会
に
言
い

換
え
る
と
成
熟
し
た
組
織
が
足
元
を
固
め
て
次
の
段
階

を
目
指
す
準
備
の
年
、
内
部
の
充
実
を
心
が
け
る
年
と

考
え
ま
す
。

　
当
協
会
は
こ
れ
ま
で
強
固
な
体
制
づ
く
り
に
努
め
、

「
治
に
居
て
乱
を
忘
れ
ず
」
を
実
行
、
東
日
本
大
震
災

な
ど
大
小
幾
多
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
乗
り
切
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
基
本
理

念
・
方
針
に
沿
っ
た
3
施
設
を
完
成
さ
せ
、
県
内
唯
一

の
総
合
健
康
支
援
機
関
と
し
て
こ
の
施
設
を
連
携
運
営

し
、
実
効
性
の
あ
る
事
業
を
計
画
す
る
べ
く
決
意
を
新

た
に
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
今
上
天
皇
が
退
位
さ
れ
新
天
皇
が
即
位
さ
れ

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
県
民
の
皆
様
の
期
待
も
大

平
成
三
十
一
年

年
頭
所
感

き
な
１
年
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

当
協
会
も
、
来
年
に
は
創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

諸
先
輩
方
が
築
き
上
げ
た
県
民
の
皆
様
と
の
信
頼
を
よ

り
一
層
深
め
、
ご
期
待
に
沿
え
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念
し
つ
つ
、
一
層
の
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

当
協
会
会
長
　
石
川
育
成
（
八
十
八
歳
）

平
成
三
十
一
年
一
月
二
日
、
急
逝
い
た
し
ま
し
た

　
こ
こ
に
生
前
の
ご
厚
誼
を
深
謝
し
、
謹
ん
で
お

知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
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平成30年度学校保健連絡会議

事業報告・報告事項
平成29年度

総受診者数は１２９，９０７名。西和賀町と宮古市
田老地区を除く全県で実施しています。今年度
は新たに３３名が腎炎・ネフローゼ症候群、９名
が糖尿病と診断されました。精密検査未受診
者が多く、今後の課題です。

貧血検査の総受診者数は４６，３５０名。要医療
の割合は女子の中高生で高く見られました。貧
血は身体の酸素不足を招くため、発見だけでな
く治療につなげ、より元気に学校生活を送って
ほしいと考えています。
生活習慣病予防健診の総受診者数は９，１８６
名。要医療の割合は３％前後です。過去１９年
間の肥満度の推移を見たところ、男女とも減少
傾向にあります。中学女子ではやせが増加傾向
です。学童期・思春期の肥満は成人肥満へと
移行することが多いといわれています。生活習
慣の見直しに活用していただければと思います。

胃がん予防事業として、ピロリ菌検査を開始い
たします。ピロリ感染胃炎は、胃がん発症の大
きな要因と考えられています。これを若年者の
うちに除菌することは、将来の胃がんや消化器
系疾患のリスクを減らします。また、感染の主
な経路が家庭内とされていることから、その次
の世代への感染予防、胃がん予防につながる
と考えます。実施団体および各郡市医師会との
連携のもと、実施いたします。

総受診者数は２０，８１３名。要精密検査対象者
は８５名、うち異常なしが６２名、未受診が９名で
した。
平成３１年度より間接撮影からデジタル撮影に切
り替えます。これは間接撮影に関わる部品の製
造・販売が終了したためです。被ばく線量の低
減、画質向上による病変の早期発見が可能と
なります。
また、同検診に対応した精密検査外来も次年
度 4 月より開始いたします。専門医不足や精密
検査受診率向上のため準備いたしました。一度
の受診で検査から結果説明まですべて終了いた
します。

総受診者数は３４，８８５名。協会では以下の 3
方式で実施しています。
①　A 方式…一次・二次検診を実施
②　B 方式…二次検診のみ実施
③　C 方式…一次検診のみ実施
A 方式の受診者数は３３，８４０名、うち要二次
検診対象者が２，２２４名、要三次検診対象者が
２３４名でした。
なお以下の理由により、平成３１年度より心音図
検査を廃止いたします。

•	 医療の進歩により先天性心疾患の子どもは
就学前に発見、管理されている。

•	 心音図検査のみで発見される重篤な心疾
患がなくなってきた。

•	 心音図検査で二次検診となった大半が異
常なし、または管理不要となっている。

これにより検査時間や日程の短縮、準備の簡素
化、料金が下がるなどのメリットがあります。そ
の分、上記 B 方式や複数学年での実施が可能
となります。

尿検査 結核検診

ピロリ菌検査

心臓検診

貧血検査
　生活習慣病予防健診

平成３０年１１月２日、当協会 B
ビッグ

ig W
ワ ッ フ ル

affle にて、児童生徒の健
康づくり推進のため、教育委員会や養護教諭を対象とした学
校保健連絡会議を開催いたしました。
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愛
媛
県
で
は
２
０
０
７
年
3
月
、
サ
ッ
カ
ー
の
シ
ュ

ー
ト
を
胸
部
に
受
け
た
中
学
校
3
年
生
の
男
子
生
徒

を
失
い
ま
し
た
。
心
臓
震し

ん
と
う盪
で
し
た
。
こ
の
後
、
県

内
全
小
中
学
校
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、

２
０
１
０
年
に
突
発
性
心
室
細
動
で
中
学
校
2
年
生
の

男
子
生
徒
を
再
び
失
い
ま
す
。
そ
の
時
の
状
況
で
す
。

朝
8
時
30
分
、
サ
ッ
カ
ー
部
の
練
習
の
最
後

に
ト
ラ
ッ
ク
を
15
周
し
、2
着
で
完
走
。「
最

後
に
気
合
を
入
れ
た
。
し
ん
ど
い
」
と
言
い

座
っ
て
5
分
ほ
ど
休
ん
で
い
た
。
立
ち
上
が

っ
た
直
後
、
横
向
き
に
倒
れ
た
。
顧
問
が
記

録
紙
を
取
り
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
離
れ
た
間
に

倒
れ
た
。
部
員
の
知
ら
せ
で
気
付
い
た
が
、

息
は
あ
っ
た
た
め
、
大
声
で
呼
び
か
け
な
が

ら
１
１
９
番
通
報
を
し
た
。
職
員
室
の
Ａ
Ｅ

Ｄ
は
使
わ
れ
な
か
っ
た
。ま
た
持
病
も
な
く
、

特
に
体
調
不
良
の
訴
え
も
な
か
っ
た
。

悲
し
い
事
例
で
す
が
、
突
然
死
を
防
ぐ
た
め
に
、

こ
こ
か
ら
学
べ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

心
停
止
は
午
前
中
、
運
動
後
に
多
く
起
こ
り

ま
す
。
場
所
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
プ
ー
ル
、
体
育

館
が
多
い
で
す
。
検
診
で
管
理
さ
れ
た
子
だ
け

で
は
な
く
、
健
康
な
子
に
も
起
こ
り
ま
す
。
Ａ

Ｅ
Ｄ
が
使
わ
れ
な
か
っ
た
、
遠
方
に
あ
っ
た
、

施
錠
さ
れ
て
い
て
取
れ
な
か
っ
た
、
使
え
る
人

が
休
み
だ
っ
た
と
い
う
事
例
も
多
く
あ
り
ま
す
。

前
述
の
息
が
あ
っ
た
と
い
う
の
は
通
常
の
呼
吸

で
は
な
く
、
死
戦
期
呼
吸
で
し
た
。

死
戦
期
呼
吸
と
は
、
心
停
止
直

後
に
見
ら
れ
る
不

規
則
で
あ
え
ぐ
よ
う
な
呼
吸
で
す
。
心
停
止
の
約
4
割

に
見
ら
れ
、
4
分
程
度
続
き
ま
す
。
通
常
の
呼
吸
で
は

な
く
、
命
の
危
険
を
知
ら
せ
る
も
の
で
す
。
迷
う
よ
う

な
ら
心
肺
蘇
生
で
す
。
す
ぐ
に
胸
骨
圧
迫
を
開
始
し
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
必
要
が
な
け

れ
ば
作
動
し
ま
せ
ん
。

　　
学
校
で
起
こ
る
子
ど
も
の
突
然
死
は
心
室
細
動
に
よ

る
も
の
が
多
い
で
す
。
こ
れ
は
心
臓
が
痙け

い
れ
ん攣

し
、
全
身

に
血
液
を
送
り
出
せ
な
く
な
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

　
半
数
は
心
臓
検
診
な
ど
で
所
見
が
あ
り
、
病
院
で
管

理
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
で
す
。
し
か
し
も
う
半
数
は
、

先
の
事
例
で
見
た
よ
う
に
、
管
理
さ
れ
て
い
な
い
、
元

気
で
健
康
な
子
ど
も
た
ち
の
心
臓
が
突
然
止
ま
る
の
で

す
（
左
ペ
ー
ジ
図
１
）。

講師：愛媛大学大学院医学系研究科
　　　地域小児・周産期学講座

　　　　教授　檜
ひ が き

垣 高
た か し

史　先生
日本小児科学会（専門医、指
導医、代議員）日本小児循環
器学会（専門医、評議員、理
事、社会制度委員会 委員長）
認定ＮＰＯ法人 ラ・ファミリエ
理事長　他

所属：

学校で救える子どもの命
　　　　　～ＡＥＤを含めた学校救急体制・教育現場と医療の連携～

突然死は誰でも起こりうる。どの学校でも起こりうる。
健康な子どもたちにも、襲ってくる。

学校保健連絡会議後半では、講演として檜垣先生を招き、突
然死とＡＥＤの活用についてお話しいただきました。検診に
は限界がある中で、救える命をひとつでも多く救うため、Ａ
ＥＤの活用と学校の救急体制を整える必要があります。

平成30年度学校保健連絡会議
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Ａ
Ｅ
Ｄ
導
入
に
よ
り
、
学
校
検
診
で
の
予
測
が
困
難

な
症
例
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
も
多
い
の
が
冠
動
脈
起
始
異
常
で
す
。
通
常
、
冠
動

脈
は
大
動
脈
か
ら
分
岐
し
、
直
接
心
臓
へ
血
液
を
送
り

ま
す
。
し
か
し
、
ま
れ
に

大
動
脈
と
肺
動
脈
に
挟
ま

れ
た
状
態
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
（
図
２
）。
こ
れ

が
運
動
時
の
失
神
や
心
室

細
動
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

心
臓
エ
コ
ー
や
Ｃ
Ｔ
検
査

で
発
見
で
き
ま
す
が
、
検

診
と
し
て
全
員
実
施
は
困

難
な
の
が
現
状
で
す
。
ま

た
運
動
誘
発
性
心
室
頻
拍

と
い
う
、
運
動
時
に
の
み

不
整
脈
が
出
現
す
る
症
状

も
あ
り
ま
す
。
心
臓
震し

ん
と
う盪
と
い
う
、
胸
部
へ
の
衝
撃
に

よ
る
心
室
細
動
も
あ
り
ま
す
。
何
か
に
ぶ
つ
か
っ
て
倒

れ
た
場
合
に
疑
わ
れ
る
症
状
で
す
。
い
ず
れ
も
現
行
の

検
診
で
は
発
見
で
き
な
い
も
の
で
、
今
後
の
課
題
で
あ

り
、
救
急
体
制
整
備
の
必
要
性
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

突
然
死
や
心
停
止
を
予
測
す

る
よ
り
も
、
死
亡
さ
せ
な
い
方

策
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
心
停
止
を
目
撃
し
た
人
が

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
め
た
心
肺
蘇
生
法

を
的
確
に
実
施
で
き
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設

置
は
病
気
を
持
つ
人
の
た
め
で

は
な
く
、
皆
の
た
め
に
必
要
で

す
。
屋
外
に
設
置
し
、
24
時
間

誰
で
も
使
え
れ
ば
、
地
域
住
民

も
使
用
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

目
標
は
心
停
止
の
発
生
か
ら

2
分
以
内
に
心
肺
蘇
生
を
開
始

し
、
5
分
以
内
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使

用
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
学
内
ど
の
場
所
か
ら
で
も
、
往
復
2
分
以
内
で
Ａ

Ｅ
Ｄ
へ
到
達
で
き
る
よ
う
複
数
台
設
置
が
必
要
で
す
。

特
に
屋
外
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
プ
ー
ル
、
体
育
館
と
い
っ
た

運
動
に
関
連
す
る
場
所
に
重
点
を
置
き
ま
し
ょ
う
。

　
愛
媛
県
で
は
設
備
を
整
え
た
上
で
、
学
校
教
職
員
の

救
命
行
動
の
連
携
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
消
防
に

も
協
力
を
依
頼
し
、
対
象
の
発
見
、
訓
練
通
報
、
心
肺

蘇
生
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
確
保
、
救
急
車
の
誘
導
、
他
の
生
徒

の
安
全
確
保
な
ど
を
行
い
ま
す
。
様
々
な
課
題
の
発
見

と
、
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
小
学
校
高
学
年
く
ら
い
か
ら
救
命
に
関
す
る
知
識
を

「
知
り
た
い
」
と
思
い
、
中
学
生
で
は
「
救
え
る
よ
う

に
な
り
た
い
」
と
考
え
る
よ
う
で
す
。
中
学
生
で
は
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
含
め
た
心
肺
蘇
生
法
を
学
ば
せ
、
高
校
生
で
は

他
の
子
ど
も
た
ち
に
教
え
ら
れ
る
程
度
に
ま
で
教
育
す

る
の
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。
命
を
救
う
教
育
は
互
助

の
精
神
を
育
み
、
命
を
大
切
に
す
る
心
を
養
う
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。
学
校
全
体
の
安
全
を
向
上
さ
せ
、
突
然

死
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
起
き
た
時
の
救
命
率
向
上
に
つ

な
が
り
ま
す
。
そ
し
て
将
来
的
に
は
心
肺
蘇
生
法
に
通

じ
た
大
人
へ
と
成
長
し
、
社
会
全
体
の
救
命
率
向
上
や

災
害
発
生
時
の
強
み
と
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

心
停
止
の
目
撃
者
を
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
と
呼
び
ま

す
。
こ
の
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
に
よ
る
的
確
な
心
肺
蘇
生

法
の
実
施
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
は
救
命
率
を
向
上
さ
せ
ま

す
。
人
を
助
け
る
の
に
必
要
な
の
は
勇
気
、
知
識
、
そ

し
て
行
動
で
す
。
学
校
で
の
心
停
止
は
必
ず
起
こ
り
ま

す
。
心
臓
検
診
の
精
度
を
高
め
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
を
含
め

た
学
校
救
急
体
制
を
整
備
し
、
チ
ー
ム
に
よ
る
連
携
を

図
り
、
子
ど
も
た
ち
の
突
然
死
が
ゼ
ロ
に
な
る
よ
う
、

行
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
文
責
：
編
集
部
）

平成30年度学校保健連絡会議

肺動脈肺動脈

右冠動脈右冠動脈

大動脈大動脈
左冠動脈左冠動脈

右冠動脈右冠動脈

大動脈大動脈
左冠動脈左冠動脈

肺動脈肺動脈

冠動脈起始異常正常の冠動脈

Follow- up No follow- up

冠動脈奇形
QT 延長症候群
運動誘発性VT
心室細動
肥大型心筋症
他の心筋症
不明の心室細動
心臓震盪など

心停止

7
5
4
3
2
5

3

1

先天性心疾患
肥大型心筋症
QT 延長症候群

他の心筋症
原因不明

10
6
4
5
3

28 30

学校検診での予測は困難

病院などで経過観
察されている症例 Mitani Y, Higaki T, Circ J 2014 

半数が、経過観察のない例
心停止が初発症状

AED 導入後の小中学生の
院外心原性心停止の実態と病因の解明

【全国調査】

AED導入後の小中学生の
院外心原性心停止の実態と病因の解明

全国調査
図１：

Mitani Y, Higaki T, Circ J 2014

30302828

病院などで経過観察
されている症例

先天性心疾患 10
肥大型心筋症 6
QT延長症候群 4
他の心筋症 5
原因不明 3

病院などで経過観察
されている症例

先天性心疾患 10
肥大型心筋症 6
QT延長症候群 4
他の心筋症 5
原因不明 3

経過観察のない症例

冠動脈奇形（起始異常） 7
QT延長症候群 5
運動誘発性心室頻脈 3
心室細動 4
肥大型心筋症 2
他の心筋症 5
不明の心室細動
心臓震盪など 4

経過観察のない症例

冠動脈奇形（起始異常） 7
QT延長症候群 5
運動誘発性心室頻脈 3
心室細動 4
肥大型心筋症 2
他の心筋症 5
不明の心室細動
心臓震盪など 4

半数は心停止が初発症状で
学校検診での予測は困難
半数は心停止が初発症状で
学校検診での予測は困難

図２：右図の矢印部、冠動脈が大動脈と肺動脈に挟まれている

死戦期呼吸に惑わされず、
2分以内に心肺蘇生を開始、
5分以内にＡＥＤを使用する。



斜めから見て、胸と腹部の上が
り下がりを確認します。１０秒
以内に行います。厚着や判断に
迷う時、死戦期呼吸などの不規
則な呼吸であれば胸骨圧迫を開
始します。

講習を受けていて技術と意思がある場合には、胸骨圧迫３０
回に人工呼吸２回を組み合わせます。最初に顎を上げて気道
を確保します。肘を地面につけ、額を押さえ、鼻をつまみ、
息を確実に送り込みます。１回１秒です。特に小児や窒息の
場合には実施が薦められます。

救助者役：健康推進課 齊藤 亜紀子（応急手当普及員 )
参考文献：JRC 蘇生ガイドライン２０１５

救急蘇生法の指針２０１５（市民用）

呼吸がなければ胸骨圧迫を開始しま
す。呼吸の判断に迷ったらとにかく

・ ・ ・ ・

開始
・ ・

します。もし意識があれば反応
があります。圧迫は胸の真ん中、み
ぞおちの上部、乳頭を結んだ線のや
や下あたり、胸骨の下部を圧迫しま
す。写真のように手を組んで、手の
付け根に力を集中させます。

　心停止は１秒を争います。迷うようなら行動、１１９番通
報をし、胸骨圧迫とＡＥＤを実施しましょう。自治体や消防
署、赤十字病院などで救命講座が開かれています。救うため
の知識と技術を学ぶ人が多くなることで、社会全体の救命率
が向上し、大切な人を守ることにつながります。

4. 呼吸確認 ５.胸骨圧迫

６.人工呼吸

足先はつま先立ち、両肘は真
っすぐ伸ばし、肩から圧迫部
位まで一直線にし、上半身の
体重を使います。圧迫の強さ
は胸が約５ｃｍ沈み込む程度
です。小児は胸の厚さの１／
３ で す。 １ 分 間 に １ ０ ０ ～
１２０回の速度で行います。
複数人いる場合は交代して行
いますが、中断が最小限にな
るようにします。

6一次救命処置



最優先されるのは救助
者自身の安全で、次に
倒れた人、傷病者の安
全を確保します。車両
の往来など周囲の状況
に応じて行動します。

救急隊へ引き継ぐか、傷病者が目を
開けたり呼吸をするまで胸骨圧迫・
人工呼吸・AED を繰り返します。意
識が回復しても AED のパッドは外さ
ず、電源も付けたままにします。

蓋を開け、電源を入れると音声メッセージが流れます。以降は
これに従います。入っている電極パッドを体と隙間がないよう
に貼ります。成人用パッドは乳幼児にも代用できます。この間
の胸骨圧迫の中断は最小限になるよう心掛けます。ＡＥＤから
離れるようメッセージが出たら、誰も傷病者に触れないように
します。電気ショックが必要であれば続けて指示されます。不
要となった場合でも胸骨圧迫を再開します。

近くに人がいれば１１９番通報を依
頼します。またＡＥＤも依頼します。
単独の場合は１１９番をし、もし
ＡＥＤが近くにあれば取りに行きま
す。１１９番通報をすることで、以
降の指示を仰ぐことが出来ます。

肩を叩きながら大声で呼び
かけ、反応があるか確認し
ます。心停止直後には痙攣
が起こることもありますが、
その場合は反応なしとしま
す。判断に迷ったら救助要
請へ進みます。

心停止発生後、それを目撃した人による心肺蘇生の実施
（一次救命処置）は生存率を３．９％から１６．１％に

改善させるという調査があります。しかし、パニックに陥る、
感染が心配、やり方に自信がない、助けるのではなく傷つけ
てしまうかも、と実施に至らないのが現状です。

１. 安全確認 ２.反応確認

７.AED８.救急隊へ

3. 救助要請

一次救命処置
命を救うために

7 健康いわて vol.302 2018.12/2019.1



8トピックス / 健康管理室だより

は
3
倍
強
の
13
名
へ
増

加
し
て
い
ま
す
。
ヘ
ル

ス
リ
テ
ラ
シ
ー
の
低
い

と
さ
れ
る
35
歳
未
満
の

職
員
に
つ
い
て
も
、
３

分
の
１
が
人
間
ド
ッ
ク

な
ど
の
受
診
に
繋
が
っ

て
お
り
、
職
員
全
体
に

大
き
な
意
識
の
変
化
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
受

診
し
た
職
員
か
ら
の
口

コ
ミ
の
効
果
も
大
き

く
、ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー

の
向
上
だ
け
で
な
く
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
や
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
に
も
繋
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。ま
た
、

初
年
度
に
は
16
名
が
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
に
結
び
つ
い
て

お
り
、
今
後
は
乳
が
ん
や
子
宮
が
ん
な
ど
他
の
が
ん
検

診
受
診
率
の
向
上
に
も
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。今

年
度
は
、
県
主
催
の
「
企
業
対
抗
チ
ャ
レ
ン
ジ

マ
ッ
チ
」
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
自
分
自
身
の
生
活
習

慣
の
問
題
点
を
自
覚
し
て
改
善
に
取
り
組
む
き
っ
か
け

や
、
早
期
発
見
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
心
身
や
そ
れ
に
費

や
す
時
間
や
費
用
な
ど
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
、
常
に

高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
今
後
も

職
員
の
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
当
苑
は
岩
泉
町
唯
一
の
特
養
と
し
て
、
長
期
１
１
０

名
、
短
期
10
名
の
利
用
者
様
に
、
ご
利
用
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
職
員
数
は
87
名
、
平
均
年
齢
は
44
歳
の
事

業
所
で
す
。

　
利
用
者
様
の
健
康
を
支
え
る
職
員
一
人
ひ
と
り
が
健

康
で
な
け
れ
ば
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
は
繋

が
り
ま
せ
ん
。
働
き
盛
り
世
代
が
多
く
在
籍
す
る
当
苑

で
は
、
衛
生
委
員
会
を
中
心
に
職
員
が
興
味
を
持
ち
、

取
り
組
み
や
す
い
内
容
を
企
画
し
て
、
健
康
を
意
識
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
腰
痛
予

防
対
策
な
ど
の
研
修
会
や
、
ラ
ジ
オ
体
操
や
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
な
ど
の
運
動
、
試
食
を
し
な
が
ら
行
う
減
塩
の
ス

ス
メ
の
ほ
か
、
出
前
講
座
の
活
用
や
特
定
保
健
指
導
な

ど
、健
康
づ
く
り
の
機
会
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、

道
程
は
平
坦
で
は
な
く
、
や
は
り
は
っ
き
り
と
結
果
の

出
る
「
健
康
診
断
」
に
勝
る
も
の
は
な
く
、
よ
り
効
果

的
な
健
康
づ
く
り
が
実
践
さ
れ
る
よ
う
、
平
成
28
年
度

に
健
康
診
断
の
見
直
し
を
行
い
協
会
け
ん
ぽ
の
健
診
を

利
用
し
て
い
ま
す
。

　
見
直
し
後
3
年
目
と
な
る
今
年
は
、
人
間
ド
ッ
ク
受

診
者
が
初
年
度
の
約
2
倍
の
20
名
。
レ
デ
ィ
ー
ス
検
診

総務生活相談課のみなさん
（佐々木さんは一列目左側）

「
禁
煙
し
た
い
け
ど
イ
ラ
イ
ラ
等
の
離
脱
症
状
が
辛
い
」

「
何
度
か
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
け
ど
、
う
ま
く
い
か
な
い
」

そ
ん
な
方
に
朗
報
で
す
！
3
月
ま
で
の
期
間
限
定
で
先

着
１
０
０
名
様
に
無
料
で
禁
煙
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま

す
。
諦
め
な
い
で
、
さ
あ
一
緒
に
始
め
ま
し
ょ
う
！

※
岩
手
県
か
ら
の
委
託
事
業
で
す

対
　
象 

　
禁
煙
の
意
志
の
あ
る
方
（
先
着
１
０
０
名
）

内
　
容 

　
当
協
会
看
護
師
と
の
面
接
を
実
施
し
、
禁

煙
の
ポ
イ
ン
ト
や
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
の
使

い
方
な
ど
を
説
明
。
面
接
か
ら
１
か
月
後
、

３
か
月
後
に
禁
煙
状
況
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
り
確
認
す
る
。

料
　
金
　 

無　
料

　
　
　
　
　（

1
週
間
分
の
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
を
含
む
）

　
　
　
　
　
※
た
だ
し
、そ
の
後
の
継
続
分（
最
大
8
週

　
　
　
　
　

   

間
ま
で
使
用
）は
自
己
負
担

申
込
　
　 

岩
手
県
予
防
医
学
協
会
・
看
護
係
に
直
接　

　
方
法　

 

お
電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

T
E
L 

0
1
9
6
3
8
7
2
0
7

土
日
祝
除
く
9
時
～
17
時

禁
煙
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す

禁
煙
補
助
剤
を
使
っ
た

複
十
字
シ
ー
ル
募
金
に

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

※
12
月
28
日
現
在

　
順
不
同
、
敬
称
略

㈲
フ
ヂ
ク
ラ
ド
ラ
イ
ブ
ク
ラ
ブ
　
代
表
取
締
役
　
松
坂 

陽
子

久
保
田 

晴
弘

八
木
橋 

伸
之

ホッと一息
健康管理室だより

No.50
特別養護老人ホーム
百楽苑の取り組み

職
員
一
人
ひ
と
り
の
健
康
が

　
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
繋
が
る

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
百
楽
苑

総
務
生
活
相
談
課
　
佐
々
木
　
千
恵
子
　
さ
ん
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平
成
30
年
11
月
20
日
、
市
町
村
保
健
事
業
の
円
滑
な
実

施
を
目
的
と
し
、
市
町
村
や
医
療
保
険
者
を
対
象
と
し
た

会
議
を
当
協
会B

ビ
ッ
グ

ig W

ワ
ッ
フ
ル

affl
e

に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
県
保
健
福
祉
部
健
康
国
保
課
医
務
主
幹
の
吉

田
有
里
氏
が
、
県
の
健
康
づ
く
り
事
業
の
取
組
と
し
て
、

糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
対
策
、
む
し
歯
予
防
対
策
と

し
て
フ
ッ
化
物
洗
口
推
進
事
業
の
紹
介
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾

患
対
策
を
災
害
へ
の
対
策
と
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
な
ど
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
県
保
健
福
祉
部
医
療
政
策
室

技
術
主
幹
兼
感
染
症
対
策
課
長
の
小
野
泰
司
氏
が
、
県
の

感
染
症
対
策
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

当
協
会
か
ら
は
地
域
学
校
健
診
課
長
の
城
内
圭
司
よ

り
、
平
成
29
年
度
健
診
・
検
査
実
施
状
況
お
よ
び
平
成
31

年
度
地
域
保
健
事
業
計
画
骨
子
案
、
変
更
事
項
な
ど
を
報

告
し
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
の
特
定
健
康
診
査
の
総
受
診

者
数
は
６
０
，
１
９
４
名
で
し
た
。
こ
の
中
で
も
40
代
男

性
は
他
の
年
齢
層
と
比
べ
、
積
極
的
支
援
や
動
機
づ
け
支

援
の
対
象
と
な
る
割
合
が
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
若

年
者
健
康
診
査
の
特
定
健
康
診
査
同
項
目
に
つ
い
て
も
同

様
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
働
く
若
い
男
性
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

午
後
は
健
康
推
進
課
管
理
栄
養
士
の
後
藤
真
由
美
よ

り
、
当
日
保
健
指
導
の
実
施
状
況
を
報
告
。
事
業
推
進
部

長
の
米
澤
慎
悦
よ
り
が
ん
検
診
の
意
義
と
精
密
検
査
外
来

　
平
成
30
年
12
月
14
日
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡

ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン
グ
に
て
「
が
ん
対
策
推
進
企
業
ア
ク
シ
ョ

ン
セ
ミ
ナ
ー
」が
厚
生
労
働
省
の
主
催
で
開
か
れ
ま
し
た
。

職
域
に
お
け
る
が
ん
啓
発
や
対
策
の
推
進
を
目
的
と
し
、

そ
れ
に
携
わ
る
方
を
対
象
に
開
催
。
講
演
に
は
東
京
大
学

医
学
部
附
属
病
院
放
射
線
科
准
教
授
の
中
川
恵
一
氏
、
女

優
で
乳
が
ん
治
療
を
続
け
て
い
る
生
稲
晃
子
氏
、
東
北
大

学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
産
業
医
学
分
野
准
教
授
の
色
川

俊
也
氏
の
三
氏
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　
中
川
氏
は「
が
ん
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
」

と
し
た
う
え
で
、
早
期
が
ん
は
95
％
が
治
る
こ
と
、
が

の
紹
介
を
し
ま
し
た
。

　
講
演
と
し
て
、
岩
手

県
保
健
医
療
大
学
看
護

学
部
地
域
看
護
学
講
師

の
青
柳
美
樹
先
生
を
招

き
、
若
年
者
の
生
活
習

慣
病
予
防
に
つ
い
て
お

話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

ん
は
防
げ
る
が
運

の
要
素
も
あ
る
こ

と
、
症
状
が
出
な

い
か
ら
こ
そ
検
診

が
重
要
で
あ
る
こ

と
を
説
明
し
ま
し

た
。
し
か
し
多
く

の
人
に
は
が
ん
は

不
治
の
病
と
捉
え

ら
れ
て
お
り
、
告

知
後
に
自
殺
や
事

故
、
離
職
が
急
増

す
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
と
指
摘
。
さ
ら
に
女
性
の
社
会

進
出
と
、
再
雇
用
等
に
よ
る
労
働
者
の
高
齢
化
か
ら
職
域

に
お
け
る
が
ん
患
者
は
増
え
る
こ
と
が
確
実
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
大
人
へ
の
が
ん
教
育
を
訴
え
ま
し
た
。

　
生
稲
氏
は
自
ら
の
体
験
か
ら
、
職
場
へ
が
ん
と
伝
え
る

こ
と
の
難
し
さ
、同
情
よ
り
も
共
感
が
欲
し
か
っ
た
こ
と
、

そ
れ
で
も
働
く
こ
と
が
自
分
を
保
つ
こ
と
に
つ
な
が
っ
た

と
述
べ
ま
し
た
。　

　
色
川
氏
は
産
業
医
と
し
て
事
例
か
ら
、
職
場
復
帰
が
当

事
者
に
と
っ
て
生
き
が
い
と
な
る
こ
と
や
経
済
的
理
由
か

ら
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
る
と
し
、「
特
に
上
司
の
理
解
、

体
調
を
正
直
に
言
え
る
環
境
」
が
大
切
で
あ
る
と
分
析
し

ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
就
業
上
の
配
慮
が
あ
り
、「
治
療

と
就
労
の
両
立
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
」
と
ま
と
め
ま
し
た
。

平
成
30
年
度

市
町
村
健
康
推
進
担
当
部
課
長
会
議

左から色川氏、生稲氏、中川氏、厚生労働省
健康局がん・疾病対策課小野由布子氏

が
ん
を
知
り
、が
ん
に
備
え
る

治
療
と
就
労
の
両
立
支
援
に
向
け
て　



ヒートショックを防ぐために

寒い冬のお風呂は気
持ちいいものですが
最近、耳にするヒート
ショックのことが気に
なります。

寒い所から急に熱いお風呂に
入り、急激な温度変化にさ
らされると血圧が大きく変動
し、脳卒中や心筋梗塞など
を引きおこすことがあります。
これがヒートショック。安全
で健康にいい入浴方法を紹
介します。

健康推進課 課長補佐
保健師  阿部 千恵子

（イラスト  佐々木寛子） 

　温かい居間から寒い脱衣所、浴室そして急に熱
い湯舟へつかる…。急激な温度変化は血圧の急上
昇、急下降をおこします。
　健康な若い人なら耐えられますが、高血圧や糖
尿病など動脈硬化が進んだ人や高齢者では、血圧
上昇により心筋梗塞や脳卒中などにつながります。
さらに、急激な血圧低下によるめまいやふらつき、
意識喪失が転倒や溺死の引き金になります。

・入浴前に脱衣所、浴室を温め湯舟との温度差を小さくする
脱衣所をヒーターで温める、浴室をシャワ―で温める。25℃以上が理想的。

・かけ湯は心臓に遠い手足から、ぬるめのお湯で
熱いお湯を肩から一気にかけると血圧が急上昇。

・体を浴室内で拭く
濡れたまま寒い所に出ると、水分で体温が奪われ体温の低下による血圧上昇を招きます。

体全体が温まることで新陳代謝が活発になり、老廃物が排出されやすくなります。
水圧によるむくみ解消や、浮力によるリラックスなどたくさんの効果があります。

安全な入浴のために
・浴槽から急に立ち上がらない
・アルコールが抜けてから
・食後すぐの入浴は控える
・精神安定剤、睡眠薬服用後の入浴は危険

ヒートショックとは

シャワーだけより『お湯につかる』

参考
　消費者庁ホームページ
　バスリエ（株）資格テキスト

血圧上昇

血圧下降

家庭の浴槽での溺死者数
は 11 年 間 で 7 割 増 加。
高齢者が約 9 割で冬季に
多い。入浴関連死亡数、
実は交通事故の死亡数を
上回っています。

おじいちゃん、
お風呂長いね～
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　　う・・・
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こ
れ
か
ら
「
健
康
」
を
求
め
る
旅
に
出
発
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
「
健
康
」
と
は
何
か
、
わ
か
っ
て
い
る
よ
う

で
は
っ
き
り
し
な
い
の
が
実
際
の
よ
う
で
す
。「
健
康
」

を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
捉
え
る
か
は
、
ひ
と
つ
の
価
値

観
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
価
値
観
は
人
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験

や
立
場
に
よ
っ
て
千
差
万
別
で
す
。
大
病
を
患
っ
て
生

還
し
た
人
は「
や
っ
ぱ
り
病
気
が
無
い
こ
と
が
健
康
だ
」

と
言
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保

健
機
関
）
で
は
「
健
康
は
単
に
病
気
で
な
い
と
い
う
事

で
は
な
い
」
と
宣
言
し
て
い
ま
す
。
あ
る
人
は
「
快
食
・

快
便
・
快
眠
こ
そ
が
健
康
だ
！
」
と
言
い
、
ま
た
あ
る

人
は
「
健
康
は
愛
だ
！
」
と
言
っ
た
り
、「
健
康
第
一
」

と
叫
ん
だ
か
と
思
う
と
「
健
康
を
意
識
し
な
い
こ
と
が

健
康
だ
」
と
開
き
直
っ
た
り
し
ま
す
。

　

こ
れ
で
は
ま
さ
に
羅
針
盤
の
無
い
船
旅
の
よ
う
で
す

の
で
、
芭
蕉
の
「
野
ざ
ら
し
紀
行
」
に
な
ら
っ
て
昔
の

・
・

人
の
杖
に
す
が
っ
て

・
・
・
・
・
・
・
・

み
ま
し
ょ
う
。「『
健
康
』
と
い
う

言
葉
は
元
来
が
中
国
語
で
あ
り
、
古
典
の
『
易
経
』
に

あ
る
『
健け

ん
た
い
こ
う
し
ん

體
康
心
』
と
い
う
言
葉
が
約
ま
っ
た
も
の
、

す
な
わ
ち
『
健
や
か
な
体
と
康
ら
か
な
心
』
で
あ
る
。」

と
言
わ
れ
る
と
、
一
件
落
着
の
よ
う
で
す
が
、
実
は

「『
健
康
』
は
、
幕
末
の
高た

か
の
ち
ょ
う
え
い

野
長
英
や
緒お

が
た
こ
う
あ
ん

方
洪
庵
と
い
っ

た
蘭
学
者
が
『health

』
の
翻
訳
語
と
し
て
創
作
し
た

和
製
漢
語
で
あ
る
。」と
い
う
説
の
ほ
う
が
正
し
い
よ
う

で
す
。
確
か
に
江
戸
時
代
に
は
無
か
っ
た
言
葉
の
よ
う

で
、
福
岡
藩
医
の
貝か

い
ば
ら
え
き
け
ん

原
益
軒
は
「
養
生
」
と
い
う
言
葉

を
使
っ
て
い
ま
す
。
似
た
よ
う
な
言
葉
に
「
衛
生
」
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
明
治
時
代
に
初
代
衛
生
局
長

の
長な

が
よ
せ
ん
さ
い

与
専
斎
が
ド
イ
ツ
語
の
『G

esundheitspflege

』

を
邦
訳
し
た
も
の
で
、
中
国
の
古
典
「
荘
子
」
を
参
照

し
た
こ
と
を
自
伝
の
「
松し

ょ
う
こ
う
し
し

香
私
志
」
に
書
い
て
い
ま
す
。

　

結
局
「
健
康
」
は
「health

」
を
日
本
語
に
訳
し
た
も

の
の
よ
う
で
す
の
で
、「health

」
と
は
何
か
を
追
求
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
英
和
辞
典
に
よ
れ
ば
「health

」
は

ギ
リ
シ
ャ
語
の
「holos

（
完
全
）」
か
ら
派
生
し
た
言

葉
の
よ
う
で
す
。
同
様
の
派
生
語
に
は
「holy

（
聖
な

る
）」
な
ど
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
か
な
り
宗
教
的
、
特

に
キ
リ
ス
ト
教
的
な
も
の
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
定
義
で
は
「
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
社
会

的
に
も
完
全
に
良
い
状
態
」
と
し
て
い
ま
す
か
ら
「
完

全
（
健
康
）
な
る
も
の
、
そ
れ
は
神
で
あ
る
」
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
確
か
に
「
肉
体
的
」
だ

け
を
取
り
上
げ
て
も
、
齲う

歯
も
近
視
も
無
い
完
全
な
る

肉
体
を
持
つ
人
は
ほ
と
ん
ど
居
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

精
神
的
や
社
会
的
と
な
れ
ば
尚
更
で
す
。
逆
に
、
も
し

完
全
な
る
人
が
実
在
し
た
ら
、
そ
う
で
な
い
人
は
こ
と

ご
と
く
健
康
で
は
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
し
、
障
が
い

者
が
健
康
に
な
る
こ
と
も
不
可
能
な
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
は
か
く
も
差
別
的
で
あ
っ
た
の

か
、
い
や
そ
ん
な
は
ず
は
な
い
…
と
悩
ん
で
い
た
と
こ

ろ
に
、
宗
教
と
科
学
を
両
立
さ
せ
た
先
哲
の
一
人
で
あ

る
宮
沢
賢
治
が
昭
和
元
年
に
著
し
た
「
農
民
芸
術
概
論

綱
要
」
の
序
文
に
『
求
道
す
で
に
道
で
あ
る
』
と
い
う

言
葉
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
の
最
後
は
『
永
久
の
未
完
成
こ
れ
完
成
で

あ
る
』
と
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
永
遠
に
達
成
で
き
な
い

完
全
な
る
状
態
＝
健
康
を
求
め
続
け
る
こ
と
が
す
で
に

健
康
な
状
態
で
あ
る
と
い
う
の
で
す
。
こ
れ
な
ら
現
状

が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
て
も
、
つ
ま
り
誰
に
と
っ

て
も
平
等
な
も
の
と
し
て
「
健
康
」
が
あ
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
社
会
的
に

も
、
そ
し
て
過
去
か
ら
未
来
に
続
く
遺
伝
子
を
受
け
継

ぐ
命
と
し
て
の
完
成
を
求
め
続
け
る
旅
が
「
健
康
」
を

求
め
る
旅
と
言
え
る
の
で
し
ょ
う
。

て
め

求
を

康
健

わ
れ
ら
の
前
途
は
輝
き
な
が
ら
嶮

け
ん
し
ゅ
ん峻
で
あ
る

嶮
峻
の
そ
の
度
ご
と
に
四
次
芸
術
は
巨
大
と

深
さ
と
を
加
へ
る

詩
人
は
苦
痛
を
も
享
楽
す
る

永
久
の
未
完
成
こ
れ
完
成
で
あ
る

『
農
民
芸
術
概
論
綱
要
　
結
論
』

11

産
業
保
健
支
援
部
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立た
つ
み身

政ま
さ
の
ぶ信
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一
編  

健
康
と
は
何
か
？
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集
後
記

１２月１１日に少
し早いクリスマス
会を行い、子ども
たち自らパンケー
キを焼いて食べま
した。室内では風
船バレーや縄跳
び、バドミントン、
毛糸を使った製作
が人気です。
雪が降った次の日
には隣の公園で雪
遊びを楽しみまし
た。（児童クラブ）
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１００歳のお誕生日
を迎えたおばあちゃ
まのために子どもた
ちがお祝い会を開い
てくれました。子ど
もたちのかわいい歌
でお祝いをし、職員
も園児と一緒にさん
さ踊りを披露しまし
た。（デイサービス）

11月は紅葉ドライブ♫
（デイサービス）

初めてふわり運動室を使って行われた発表
会。練習の成果を十分に発揮して、子ども
たちは自信を持って楽しく発表することが
出来ました。たくさんの方から拍手をいっ
ぱいもらいました。（保育園）

力
強
い
存
在
感
。
石
川
会
長

と
直
接
お
話
し
す
る
機
会
は
あ

ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
の
姿
が
と
て
も
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。
忘
年
会
で
の
元
気

な
姿
が
あ
っ
た
だ
け
に
、
突
然

と
い
う
言
葉
し
か
な
く
、
残
念

で
す
。
ど
う
か
安
ら
か
に
お
眠

り
に
な
ら
れ
る
こ
と
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

折
し
も
今
号
は
子
ど
も
の
突

然
死
に
つ
い
て
準
備
を
進
め
て

い
ま
し
た
。
救
え
る
命
を
ひ
と

つ
で
も
救
い
た
い
。
檜
垣
先
生

に
感
化
さ
れ
た
思
い
が
筆
に
溢

れ
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
親
と
し
て
は
他
人

事
な
ら
ぬ
思
い
で
す
。


